
令和５年 １０月

ＮＯ.１７１

各種行事・訓練

職場の豆知識

「 靴 ひ も 」

第３師団隊員紹介コーナー

中・重砲長距離射撃訓練
～長射程における実弾射撃能力を向上～

令和５年度師団追悼式
師団集合教育「レンジャー」
新隊員特技課程・一般陸曹候補生 課程（後期）
中・重砲長距離射撃訓練
成績優秀隊員の紹介
国民体育大会 銃剣道競技会

近畿の守り人
３Ｄガイズ
ただ今奮闘中
趣味あり〼

表紙写真：中・重砲長距離射撃訓練（第３特科隊）

みんなの架け橋

自衛隊京都地方協力本部



１ ３ 師 団 だ よ り 第１７１号 令和５年（２０２３年）１０月

師
団
（
師
団
長

佐
藤
陸
将
）
は
、
９
月
30
日
（
土
）

千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
師
団
追
悼
式
を
挙

行
し
た
。

追
悼
式
は
、
近
畿
２
府
４
県
に
深
い
関
係
の
あ
る
殉
職

者
１
５
３
柱
の
在
職
間
の
功
績
を
称
え
、
そ
の
冥
福
を
祈

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

式
に
は
御
遺
族
を
は
じ
め
、
部
内
外
来
賓
、
隷
下
各
部

隊
長
、
最
先
任
上
級
曹
長
等
及
び
師
団
隷
下
部
隊
が
参
列

し
て
執
り
行
わ
れ
た
。

追
悼
式
の
最
後
に
は
、
殉
職
者
の
御
霊
を
悼
む
弔
銃
の

銃
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
厳
粛
な
式
に
終
わ
り
を
告
げ

た
。

執行官追悼の辞

御遺族による献花

追悼式の様子（黙祷）

師団長による献花（顕彰碑前）

執行官追悼の辞

弔 銃

第
７
普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）
及
び
第
37
普
通
科
連
隊
（
信
太
山
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
任
部
隊
と
な
り
、
師
団
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
実
施
中
で
あ
る
。

体
力
調
整
（
体
力
向
上
運
動
）
や
、
ロ
ー
プ
技
術
の
基
礎
訓
練
を
終
え

た
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
、
引
き
続
き
基
礎
訓
練
で
培
っ
た
技
能
を
活
か
し

な
が
ら
、
応
用
訓
練
へ
と
移
行
し
、
よ
り
困
難
な
課
目
へ
の
挑
戦
を
続
け

て
い
く
。

ヘリからのリペリング降下

ボートを使った渡河訓練 １０マイル走

武器・装具を携行しての懸垂降下

隊員による献花



２ ３ 師 団 だ よ り 第１７１号 令和５年（２０２３年）１０月

第
３
師
団
隷
下
各
部
隊
に
お
い
て
、

７
月
か
ら
約
３
か
月
間
実
施
さ
れ
た
新

隊
員
特
技
課
程
・
一
般
陸
曹
候
補
生
課

程
（
後
期
）
教
育
が
修
了
し
た
。

新
隊
員
は
本
課
程
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
種
の
専
門
的
な
知
識
・
技
能

の
基
本
基
礎
を
学
び
、
各
種
検
定
や
総

合
訓
練
を
同
期
隊
員
と
切
磋
琢
磨
し
て

乗
り
越
え
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
。

今
後
は
、
中
隊
等
に
配
属
さ
れ
、
更

に
高
度
な
訓
練
・
任
務
に
臨
む
。

新
隊
員
た
ち
が
部
隊
に
新
た
な
風
を

吹
き
込
み
、
更
に
成
長
し
て
い
く
姿
に

注
目
が
集
ま
る
。

１２０ｍｍ重迫撃砲の操砲訓練

【普通科<迫撃砲>】（第７普通科連隊）

野外炊事車の取扱い

【需品科】（第３後方支援連隊）

戦闘訓練 攻撃前進

【普通科<軽火器>】（第３６普通科連隊）

爆破訓練

【施設科】（第３施設大隊）

除染車を使用した地域除染訓練

【化学科】（第３特殊武器防護隊）

８１ｍｍ迫撃砲の操砲訓練

【普通科<迫撃砲>】(第３７普通科連隊）

１５５ｍｍりゅう弾砲 空砲射撃

【野戦特科】（第３特科隊）

車載アンテナの昇柱

【通信科】（第３通信大隊）

短ＳＡＭ操法訓練

【高射特科】（第３高射特科大隊）

車両整備 エアクリーナーの清掃

【武器科】（第３後方支援連隊）

負傷者の搬送訓練

【衛生科】（第３後方支援連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１７１号 令和５年（２０２３年）１０月

師
団
は
、
９
月
下
旬
、
王
城
寺
原
演
習
場
（
宮
城
県
）
に
お
い
て
、

中
・
重
砲
長
距
離
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
第
７
普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）
は
、
１
２
０
㎜

重
迫
撃
砲
、
第
３
特
科
隊
（
姫
路
）
は
、
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲

（
Ｆ
Ｈ
７
０
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
弾
射
撃
を
実
施
し
た
。

訓
練
で
は
、
迅
速
な
陣
地
進
入
及
び
射
撃
準
備
を
実
施
し
、
部
隊

の
射
撃
能
力
及
び
観
測
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

吉武２曹・町元３曹・井上２曹

10
月
中
旬
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
で
行
わ
れ
た
「
国
民
体
育
大

会

銃
剣
道
競
技
会
」
に
お
い
て
、
第
７
普
通
科
連
隊
所
属
の

吉
武
２
曹
、
井
上
２
曹
、
町
元
３
曹
の
３
名
が
京
都
府
代
表
と

し
て
出
場
し
た
。
２
回
戦
か
ら
勝
ち
上
が
り
、
準
々
決
勝
で
惜

し
く
も
敗
退
し
た
が
、
５
～
８
位
の
決
定
戦
に
勝
利
し
、
成
年

男
子
の
部
に
お
い
て
、
第
５
位
の
成
績
を
お
さ
め
、
総
合
成
績

で
は
第
７
位
に
輝
い
た
。
監
督
兼
選
手
を
務
め
た
吉
武
２
曹
は
、

「
昨
年
に
続
い
て
入
賞
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
選

手
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
躍
で
き
る
よ
う
、
来
年
４
月
に
開
催
さ

れ
る
全
日
本
大
会
の
入
賞
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

１５５ｍｍりゅう弾砲（ＦＨ７０)の射撃

攻撃を見切る攻防（写真左 井上２曹)

鋭い突きを放つ（写真左 吉武２曹)上胴一本の瞬間！(写真左 町元３曹)

弾薬装填

１２０ｍｍ重迫撃砲の射撃

射撃方向の確認

師
団
各
部
隊
の
代
表
選
手
は
、
自
衛
隊
体
育
学
校
（
朝

霞
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第
27
回
全
自
衛
隊
陸
上
競
技
会
に

出
場
し
た
。

第
３
師
団
司
令
部
付
隊
（
千
僧
）
所
属
の
中
村
曹
長
は
、

40
歳
以
上
男
子
５
０
０
０
ｍ
走
に
お
い
て
、
昨
年
に
続
い

て
連
覇
を
果
た
し
た
。
同
じ
く
第
３
師
団
司
令
部
付
隊
所

属
の
足
立
２
曹
は
、
40
歳
以
上
男
子
１
５
０
０
ｍ
走
に
お

い
て
第
２
位
。
第
３
通
信
大
隊
（
千
僧
）
所
属
の
安
藤
１

曹
が
同
種
目
７
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
女
子
３
０
０
０
ｍ
走
に
お
い
て
、
第
36
普

通
科
連
隊
（
伊
丹
）
所
属
の
小
椋
士
長
が
第
４
位
、
第
３

施
設
大
隊
（
大
久
保
）
所
属
の
神
薗
士
長
が
第
７
位
入
賞

を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
お
い
て
練
成
の
成
果
を

発
揮
し
た
。

連覇を果たした中村曹長（写真先頭）
40歳以上男子1500ｍ走
第２位 足立２曹

40歳以上男子5000ｍ走
第１位 中村曹長



陸
上
自
衛
官
は
様
々
な
脅
威
と
対
峙
し
、
国

民
を
守
る
使
命
を
背
負
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
目
に
見
え
な
い
脅
威
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ

テ
ロ
（
化
学
・
生
物
・
放
射
性
物
質
・
核
兵
器
、

そ
れ
ぞ
れ
英
語
の
頭
文
字
）
か
ら
近
畿
２
府
４

県
を
防
衛
す
る
隊
員
か
ら
話
を
聞
い
た
。

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
除
染
小
隊
第
３
除
染

班
長
と
し
て
勤
務
す
る
水
島

圭
一
（
み
ず
し

ま

け
い
い
ち
）
３
曹
は
、
千
葉
県
出
身
、
平

成
21
年
入
隊
。

水
島
３
曹
は
、
有
毒
化
学
剤
な
ど
に
汚
染
さ

れ
た
人
員
、
装
備
及
び
地
域
の
安
全
化
を
図
る

重
要
な
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
日
々
知
識
と

技
能
を
磨
い
て
い
る
。

ま
た
、
水
島
３
曹
は
戦
闘
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
、
ガ
ン
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
知
識
を
養
う

な
ど
、
任
務
完
遂
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
か
を
常
に
考
え
て
い
る
。

埼
玉
県
大
宮
駐
屯
地
か
ら
令
和
３
年
３
月
に

異
動
し
て
き
た
水
島
３
曹
は
「
実
動
部
隊
の
一

員
と
し
て
、
強
い
部
隊
の
育
成
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
対
処
の
プ
ロ
と
し
て

活
躍
す
る
水
島
３
曹
に
期
待
し
た
い
。

第
３
後
方
支
援
連
隊
本
部
付
隊
に
所
属
す

る
木
村

公
紀
（
き
む
ら

こ
う
き
）
士
長

の
趣
味
「
乗
り
鉄
」
＆
「
バ
ス
フ
ァ
ン
」
を

紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
幼
少
期
に
乗
り
物
に
惹
か
れ

た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
？
私
は
、
物
心
つ
い

た
時
に
電
車
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
の
鉄
道
愛
好
家
は
、
車
両
を
撮
影
す

る
「
撮
り
鉄
」
や
「
模
型
鉄
」
、
「
音
鉄
」
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。
私
が
好

き
な
の
は
、
鉄
道
を
乗
り
た
お
す
「
乗
り
鉄
」

で
す
。
旅
行
や
、
ぶ
ら
り
と
出
か
け
た
際
に

観
光
地
や
飲
食
店
を
巡
り
、
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

関
西
に
は
、
個
性
豊
か
な
私
鉄
会
社
が
多

数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
路
線
バ
ス
に

も
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。
私
が
勤
務
す
る
千

僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
の
近
傍
を
市

営
バ
ス
が
走
っ
て
お
り
、
市
内
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
複
雑
な
路
線
網
と
、
緑
の
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
バ
ス
が
特
徴
的
で
す
。
駐
屯
地
の
す
ぐ

近
く
に
は
市
営
バ
ス
の
車
庫
が
あ
り
、
勤
務

隊
舎
の
屋
上
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
の

も
魅
力
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
バ
ス
業
界
は
乗
務
員
不

足
に
よ
る
路
線
廃
止
や
縮
小
、
廃
業
が
あ
り

厳
し
い
環
境
と
の
こ
と
で
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
、
移
動
手
段
と
し
て
鉄
道
や

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

第３特科隊第３中隊

３等陸曹 佐藤 夕雅

第
３
特
科
隊
第
３
中
隊
に
所
属
す
る
佐
藤

夕
雅
（
さ
と
う

ゆ
う
が
）
３
曹
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

佐
藤
３
曹
は
、
何
事
に
も
前
向
き
な
性
格

で
、
師
団
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
現

在
挑
戦
し
て
い
る
期
待
の
隊
員
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

高
校
に
来
校
し
て
い
た
自
衛
隊
地
方
協

力
本
部
の
方
が
、
私
の
体
つ
き
を
見
て
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

野
戦
特
科
は
、
師
団
唯
一
の
火
力
部
隊

で
あ
り
、
諸
職
種
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

大
量
の
火
力
を
集
中
し
て
、
広
域
な
地
域

を
制
圧
で
き
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

諸
先
輩
の
方
々
で
す
。
常
に
前
向
き
に

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
任
務
を
最
後
ま
で

や
り
き
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。

ハ
チ
北
・
ハ
チ
高
原
が

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

現
在
参
加
中
の
師
団
集

合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
無
事
に
卒
業
し
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

レ
ン
ジ
ャ
ー
教
育
頑
張
り
ま
す
！

第３後方支援連隊本部付隊

陸士長 木村 公紀
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第
７
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
に
所
属
す
る

小
椙

智
登
（
お
ぐ
ら

と
も
の
り
）
３
尉

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

小
椙
３
尉
は
第
３
中
隊
第
３
小
隊
長
を
務

め
る
と
と
も
に
、
各
個
戦
闘
射
撃
の
射
撃
教

官
と
し
て
計
画
を
立
案
・
実
行
し
、
部
隊
の

射
撃
練
度
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
校
時
期
、
期
別
は
。

Ａ

令
和
３
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と

し
て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
21
Ｂ
で
す

。Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

Ａ

防
衛
大
学
校
で
の
集
団
生
活
を
通
じ
て

、
幹
部
に
な
る
た
め
の
資
質
を
学
べ
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
る
か
。

Ａ

レ
ン
ジ
ャ
ー
教
官
と
し
て
訓
練
の
計
画

や
学
生
の
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

幹
部
レ
ン
ジ
ャ
ー
課
程
で
す
。
自
分
の

限
界
に
挑
戦
し
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

自
分
の
考
え
を
計
画
に
反
映
し
、
具
現

化
で
き
た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

初
め
て
小
隊
長
と
し
て
部
下
を
持
つ
に

当
た
り
、
部
隊
へ
の
帰
属
意
識
と
使
命
感

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

日
々
の
忙
し
い
業
務
の
中
で
も
、
自
分

に
関
わ
る
全
て
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

第７普通科連隊第３中隊

３等陸尉 小椙 智登

趣味のスノーボード

水島３曹

が

し

ん

し

ょ

う

た

ん



キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
靴
が
大
好
き
で
す
。
ワ
ー
ク
ブ
ー

ツ
や
ド
レ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
買
い
あ
さ
り
、
挙
句
の
果
て

に
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
手
を
出
し

た
ほ
ど
で
す
。
あ
る
時
期
に
は
一
生

で
は
履
き
つ
ぶ
せ
な
い
ほ
ど
所
有
し

て
お
り
「
お
前
は
ム
カ
デ
な
の
か
？
」

と
先
輩
に
突
っ
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

靴
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う
ち
、

靴
ひ
も
の
通
し
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
・
種
類
が
あ

り
、
そ
の
特
徴
や
見
た
目
の
美
し
さ
に
よ
り
選
択
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

一
番
身
近
で
代
表
的
な
も
の
は
、
緩
み
に
く
く
締
め

付
け
が
よ
い
特
徴
の
「
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
」
（
図

１
）
、
締
め
付
け
が
や
や
甘
く
緩
み
や
す
い
特
徴
の

「
ア
ン
ダ
ー
ラ
ッ
プ
」
（
図
２
）
の
２
つ
で
す
。

「
ア
ン
ダ
ー
ラ
ッ
プ
」
は
甲
高
や
圧

迫
感
の
苦
手
な
方
向
き
だ
そ
う
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
戦
闘
靴
（
半

長
靴
）
は
、
「
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
小
指

側
か
ら
の
ひ
も
が
上
に
重
な
る
よ
う
に
」
と
新
隊
員
教

育
で
習
い
、
定
年
を
迎
え
る
ま
で
一
律
こ
の
要
領
で

す
。
陸
上
自
衛
官
の
足
も
と
を
見
る
機
会
が
あ
れ
ば
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
皆
さ
ん
が
普
段
履
か
れ
て
い
る
靴
は
、
ど
ん

な
通
し
方
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
シ
ー
ン
や
好
み
に
合
わ
せ

て
研
究
し
て
み
る
の
も
面
白
い
と

思
い
ま
す
。

最
近
の
私
は
、
主
に
サ
ン
ダ
ル

を
履
い
て
ま
す
。

５ ３ 師 団 だ よ り 第１７１号 令和５年（２０２３年）１０月

著
：
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア

マメ

「

靴

ひ

も

」

京都地方協力本部
氏 名 堀田 武史 階 級 ２等陸曹

【第３師団での勤務】
第７普通科連隊

【現勤務地】
福知山地域事務所

【やりがい】
自衛隊という魅力ある職業を伝える
ことができること。

【第３師団の皆さんにメッセージ】
訓練お疲れ様です。未来の後輩情報
よろしくお願いします。

第
３
師
団
の
皆
さ
ん
、

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
で
す
。

京
都
地
本
に
は
、
多
く
の
第
３
師
団
出
身
者
が

勤
務
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
広
報
官
と
し
て
任
務
を
遂
行
す
る
、

第
３
師
団
出
身
の
二
名
を
紹
介
し
ま
す
。

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

氏 名 久保田 敬 階 級 ２等陸曹

【第３師団での勤務】
第３施設大隊

【現勤務地】
亀岡募集案内所

【やりがい】
入隊前からお世話した人達が、
新隊員修了式等でたくましく成長
した姿を見られること。

【第３師団の皆さんにメッセージ】
隊員自主募集お願いします！

□１面
師団訓練検閲

□２面
・師団集合教育「レンジャー」
・陸士特技課程「偵察」

□３面
・連隊武装走競技会（第３後方支援連隊）

・福知山駐屯地創立記念行事
□４面
・師団戦士 （第３偵察戦闘大隊）

・我が部隊の新戦力（第３通信大隊）

・一隅を照らす （第３６普通科連隊）

・社会の一員として（第３師団司令部付隊）

□５面
・みんなの架け橋(大阪地本)

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Ｘ
(旧Twitter)

３師団ＳＮＳ【ＱＲコード】

【次号掲載記事（予定）】

Instagram Facebook

フェイスブックに不具合があり、
新規にアカウントを開設し直しました！
新規フェイスブックのフォローをお願いします。

のＱＲコードを読み込んで、第３師団の

ＳＮＳをフォローしよう♪

京都地本広報キャラクター

しーくんとミズナギ教官


